
地域活性化活動助成事業報告書 

～「富田東小学校」のコミスクは～  

 

周南市立富田東小学校は、周南市の西部に位置し、臨海部には周南コンビナートを臨む工業・

商業の盛んなところにある。学校から 100 メート 

ルのところに複合型の商業施設が建っており、  

多くのマンションが隣接している。この東小は、  

富田中学校区のネットワーク内で地域連携を深  

めている。昨年度末に十数キロ離れた和田中学  

校が閉校になり、和田小学校が新たに富田中学  

校区の協育ネットに加わることになった。そこで、 

今までと違うネットワークを築くことを模索する１年  

にした。感染状況と向き合いながら、できる範囲で  

実施した。                                 東小近くを流れる富田川  

 まずは、東小の取組である。 

１ 「富田東小学校」の地域連携～今年度の活動例～ 

  学校運営面  

   ○学校運営協議会への参加・提案  

   ○コロナ禍ではあったが、地域の方や保護者の方にもユニ  

ット型研修への参加  

   ○小中合同学校運営協議会への参加・提案     

  学校支援面  

   ○安全パトロール、地域のおじさんおばさんの会、  

    子ども１１０番の家の登下校の見守り活動  

   ○地域が講師となったクラブ活動  

   ○地域の方の樹木剪定、除草作業  

  地域支援面  

   ○ALT と大人の英会話教室（保護者や地域の方々の  

英語のコミュニケーションを楽しむ教室）  

  連携した取組  

   ○イルミネーション付け（新南陽駅周辺）  

  

２ 「富田中学校区ネットワーク」の変更に伴う改革   

スローガン変更  

「ふるさと富田を愛し、富田を元気にする、富田っ子の育  

成」をスローガンにここ５年やってきたが、和田小が加わることにな 

り、富田という名称を使っているこのスローガンを見直すことにした。。 

じっくり、合同学校宇運営協議会で熟議し、子ども達の意見も取  

   り入れながら、スローガンを決定した。  

 

 

地域の方がクラブを 

 

 

「お助け隊」と草刈り  

 

熟議する学校運営協議会  

 

 



流れ 

                  

 

           

                 → 

 
 

   ５年間の愛着のあるスローガン          学校運営協議会でスローガン作成  

↓ 

地域協育ネットの名前付け  

 親しみやすいネットにしようと、 「人に和」 

ネットと名付けた。これは東小の「ひ」、富田  

中の「と」、西小の「に」、和田小の「わ」と  

頭文字をとって「人に和をもたらしたい」意  

味での「人に和」ネットした。  

キャラクターやキャッチコピー作成   

 次に、さらに広報するためにどんなことができるだろうと考え、富田中学校の生徒

のアイデアで、キャラクターを作成した。  

 

           人に和ネットのキャラクター 

「トンまる」  

富田の富の字をモチーフにし、  

和田の WA がまゆやひげで表現  

されている。  

             

キャッチコピーは、児童生徒や学校に携わる方々や地域  

による 1684 名の投票で、下記のようなキャッチコピーを  

決めた。  

 

 

 

 

 

 

 

                            のぼりでさらに広報  

決まったスローガン  

「人のつながりを大切にし、ふる

さとのよさを語ることができる子

どもの育成」 

 



    


